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１． はじめに  
 筆者らは、スラリー系深層混合処理工法において 3 軸処理機を開発

し、実験工事を実施した。本報では、その結果について報告する。  
 
２． 改 良 対 象 地 盤 の土 質 性 状  

実験は、琵琶湖の南側に位置する滋賀県日野町で行った。現地の地

盤は、CL～CH に分類される低含水比の粘性土層で、その N 値は 8
～ 20 である。土質柱状図を図 -1 に、土質性状を表 -1 に示す。表中で

土層を分けたのは、改良長が後述するように 2 種類であるためである。 
 

３． 処 理 機 の特 徴  
3 軸処理機は、モータを 3 台並列に並べ各々独立して駆動軸、撹拌

翼を回転させる。モータの軸間変更により、

改良径φ 1,000～φ 1,300 mm、改良面積

2.19～ 3.79 m2 の改良ができる。処理機の仕

様を表 -2 に示す。スラリーポンプは 3 台で、

セメントスラリーは 3 軸とも吐出する。  

 
４． 施 工 概 要  

実験ケースを表 -3 に示す。セメントは高

炉セメント B 種、水セメント比は 100％と

した。B 杭は、撹拌翼の先端 3 箇所からセ

メントスラリーを吐出しながら GL-5.6m まで貫入し地山と混

合した。D 杭は、軟弱土層を想定し、改良前に水吐出による事

前削孔を GL-10.8m まで行った。引抜き完了後、セメントスラ

リーを吐出しながら GL-10.8ｍまで再貫入し、水を加えた地山

とセメントスラリーを混合した。D 杭での水添加量は、

1 軸当り約 100 ㍑ /m とした。  
 

５． 改 良 地 盤 の調 査 結 果  
実験後、改良土の物理性状および強度の確認試験を

行った。B 杭および D 杭でのボーリング位置と供試体

個数を図 -2 に示す。B 杭コアの試験結果を図 -3 および表

-4（GL -0.5～ -5.5m）に、D 杭コアの試験結果を図 -4、

表 -5（上層：GL-0.5～ -5.5m）および表 -6（下層：GL-5.5
～ -10.5m）にそれぞれ示す（図 -3 および図 -4 には改良

前の地盤の含水比、湿潤密度も併せて示した）。  
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表 -2 処 理 機 の仕 様  表 -1 地 盤 の土 質 性 状

図 -1 土 質 柱 状 図  

表 -3 実 験 ケース 

図 -2 ボーリング位 置 と供 試 体 個 数  
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図 -3 および図 -4 より、改良土

の含水比・湿潤密度のばらつき

が少ないことから、改良体平面

におけるセメントスラリーの均

質な分布が確認された。図 -3～

図 -4 および表 -4～表 -5 の改良土

コアの強度から、B 杭の方が D
杭に比較して平均強度は大きい

が、強度のばらつきはやや大き

いことが判る。これは、改良対

象地盤の自然含水比が低含水比

であり、D 杭の場合、水を添加

したために地山と改良材スラリ

ーがより混合し易くなったため

である。しかしながら、B 杭、D
杭ともに、図 -5 に示すとおり一

軸圧縮強さの変動係数は、従来

の 2 軸処理機の場合における強

度と変動係数の関係の範囲内に

あることがわかった。また、平

面的な強度分布を詳細にみると、

軸心部の強度が周辺部および交

差部の強度に比較してやや大き

い（強度のばらつきは、逆にや

や小さい）と言える。  
 
６． おわりに  

以上、3 軸処理機を用

い た 実 験 工 事 に つ い て

報告した。今後、構造物

に対して、合理的な支持

地盤の観点から、格子状

の 改 良 地 盤 の 採 用 が 増

えるものと予想され、そ

の場合、格子状改良壁の

一体性が確保されているこ

とが重要となり、従来の 2
軸処理機にかわって 3～ 4 軸

処理機が有利になる。この

ことから、 3～ 4 軸処理機に

よる実績、現地改良土の設

計定数データの収集が重要

となる。最後に、本システムの開発に協力いただいた関係

各位に感謝の意を表します。 

参 考 文 献  建設技術性能証明評価概要報告書  DCM-L 工法、  

2004 年、（財）日本建築総合試験所  
図 -5 強 度 の変 動 係 数  

図 -4 D 杭 コアの試 験 結 果  

図 -3 B 杭 コアの試 験 結 果  

表 -4 B 杭 の強 度  表 -5 D 杭 （上 層 ）の強 度  

表 -6 D 杭 （下 層 ）の強 度  

01 02 03 C1 C2 C3 L12 L23

供試体数 15 15 15 15 15 15 15 15

平均強度（kN/m2) 4,305 4,861 3,976 4,891 5,401 4,658 4,455 4,337

標準偏差 1,390 1,409 1,016 1,041 1,517 888 1,432 1,053
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